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市
政
「
こ
こ
が
聞
き
た
い
」

い
っ
ぱ
ん
質
問
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本
年
　
月
か
ら
の
母
子
加
算
等
の

10

受
給
者
へ
の
影
響
や
保
育
料
、
就
学

援
助
な
ど
の
諸
制
度
へ
の
影
響
を
伺
う
。

　
平
成
　
年
度
か
ら
の
「
子
育
て
世

30

帯
住
宅
取
得
支
援
事
業
」
の
事
業
目

的
及
び
対
象
世
帯
な
ど
、
そ
の
内
容
を
伺

う
。

【
市
長
】
　
市
内
に
お
住
ま
い
の
子
育

て
世
帯
の
市
内
定
住
を
推
進
す
る
も
の
。

内
容
と
し
て
は
、
子
育
て
世
帯
が
花
巻
地
域
、

大
迫
地
域
、
石
鳥
谷
地
域
、
東
和
地
域
の
生
活

宅地開発が進むＪＲ石鳥谷駅前

【
市
長
】
 今
回
の
生
活
保
護
基
準
の
見

直
し
案
の
主
な
内
容
は
、
一
般
低
所
得

世
帯
の
消
費
実
態
と
生
活
扶
助
の
均
衡
を
図

る
た
め
の
生
活
扶
助
基
準
の
見
直
し
、
子
ど

も
の
い
る
世
帯
へ
の
児
童
養
育
加
算
の
対
象

を
中
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
に
拡
大
、
母
子

世
帯

へ
の
母
子
加
算
、
教
育
扶
助
費
及
び
高

等
学
校
就
学
費
の
見
直
し
、
大
学
等

へ
の
進

学
を
支
援
す
る
た
め
の
一
時
金
の
新
設
と

な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
国
で
は
生
活
保
護
基
準
の
見
直
し

に
よ
る
減
額
の
影
響
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ

う
、
減
額
幅
を
現
行
水
準
の
５
％
以
内
に
と

ど
め
、
見
直
し
は
本
年
か
ら
３
年
か
け
て
実

施
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

生
活
保
護
の
引
き
下
げ
は

【
そ
の
ほ
か
の
質
問
】
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
　
お
よ
び
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
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に
つ
い
て

Ｑ

Ｑ

櫻井　肇 議員

　
子
ど
も
や
親
の
ス
マ
ホ
依
存
が
増

え
、
世
界
保
健
機
構
も
「
ゲ
ー
ム
障
害
」

を
疾
病
に
盛
り
込
む
方
向
で
あ
る
。
子
育
て

世
代
へ
の
ネ
ッ
ト
・
ス
マ
ホ
依
存
対
策
と
し

て
、
危
険
性
の
啓
発
や
ネ
ッ
ト
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
養
成
、
配
置
に
つ
い
て
伺
う
。

　
平
成
　
年
度
の
子
育
て
支
援
施
策

30

と
し
て
、
医
療
費
助
成
を
中
学
生
・
高

校
生
に
拡
大
す
る
が
、
所
得
制
限
及
び
自

己
負
担
を
廃
止
す
る
考
え
を
伺
う
。
併
せ

て
、
現
物
給
付
の
拡
大
に
つ
い
て
伺
う
。

【
市
長
】
　
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減

の
た
め
対
象
者
を
高
校
生
ま
で
拡
大

親の依存にもご注意を

【
市
長
】
 
子
育
て
世
代
の
ネ
ッ
ト
・
ス

マ
ホ
依
存
者
の
割
合
は
高
く
な
っ
て

お
り
、
親
の
過
度
な
ス
マ
ホ
利
用
は
子
の
変

化
に
も
気
づ
き
に
く
く
な
る
な
ど
、
親
子
の

愛
着
形
成
に
大
き
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
も

い
わ
れ
、
乳
幼
児
健
診
や
育
児
教
室
等
に
お

い
て
ス
マ
ホ
の
適
切
な
利
用
に
つ
い
て
の
周

知
を
図
っ
て
い
く
。

　
子
育
て
世
代
の
過
剰
利
用
は
、
子
ど
も
の

ネ
ッ
ト
・
ス
マ
ホ
利
用
の
早
期
化
、
長
時
間
の

接
触
に
つ
な
が
り
、
子
ど
も
の
発
育
・
発
達
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
被
害
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

　
子
ど
も
や
親

へ
の
ネ
ッ
ト
・
ス
マ
ホ
利
用

の
正
し
い
知
識
と
使
い
方
に
つ
い
て
の
普
及

啓
発
は
重
要
で
あ
り
、
そ
の
啓
発
を
担
う
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

ス
マ
ホ
依
存
対
策
は

【
そ
の
ほ
か
の
質
問
】
　
教
育
に
つ
い
て

Ｑ

Ｑ

照井明子 議員

し
、
小
学
生
と
同
じ
水
準
の
医

療
費
助
成
を
行
う
。

　
所
得
制
限
及
び
自
己
負
担
の

廃
止
は
、
国
や
県
の
動
向
を
注

視
し
、
本
市
の
財
政
状
況
を
勘

案
し
、
子
育
て
支
援
施
策
全
体

の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

　
医
療
費
助
成
の
現
物
給
付
は

今
後
重
要
な
取
り
組
み
と
な
る

こ
と
か
ら
、
小
学
生
ま
で
の
現

物
給
付
拡
充
の
早
期
実
現
に
向

け
県
に
働
き
掛
け
て
い
る
。

活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟 活
渇

潟
潟
潟
潟

活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟 活
渇

潟
潟
潟

サ
ー
ビ
ス
拠
点
の
区
域
に
住

宅
を
取
得
す
る
場
合
の
奨
励

金
制
度
と
、
親
と
同
居
ま
た

は
近
居
す
る
場
所
に
住
宅
を

取
得
し
た
子
育
て
世
帯
を
対

象
と
す
る
奨
励
金
制
度
の
２

種
類
を
創
設
す
る
。

　
奨
励
金
の
支
給
額
は
い
ず

れ
も
　
万
円
を
考
え
て
お
り
、

30

対
象
と
な
る
子
育
て
世
帯
は

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
同

居
す
る
世
帯
と
す
る
。

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

助成対象を高校生まで拡大
子どもの医療費助成の充実を

２種類の奨励金制度創設!!
あらたな「住宅取得支援」とは

渦

蔚

唄

鰻
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２
月
１
日
青
森
県
八
戸
市
、

２
日
岩
手
県
久
慈
市
の
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

【
八
戸
市
議
会
】

　
議
会
改
革
の
取
り
組
み
の
概

要
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

に
つ
い
て
視
察
を
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
当
市
同
様
に

一
括
質
問
・
一
括
答
弁
の
の
ち
、

一
問
一
答
で
議
論
を
深
め
る
方

法
と
、
最
初
か
ら
一
問
一
答
で

行
う
方
法
の
選
択
制
で
し
た
。

　
印
刷
経
費
な
ど
の
コ
ス
ト
削

減
及
び
事
務
の
効
率
化
や
省
力

化
の
観
点
か
ら
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、

配
布
資
料
な
ど
の
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
、
議
員
へ
の
情
報
伝
達
の

迅
速
化
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活

用
に
よ
る
政
務
活
動
の
充
実
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
当
市

議
会
と
し
て
も
、
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

【
久
慈
市
議
会
】

　
通
年
議
会
と
議
会
報
告
会
に

つ
い
て
視
察
を
し
ま
し
た
。

　
久
慈
市
で
は
「
通
年
会
期
制
」

と
呼
び
、
平
成
　
年
４
月
１
日

27 行
政
視
察
レ
ポ
ー
ト
【
議
会
改
革
推
進
会
議
】

施
行
し
ま
し
た
。

　
メ
リ
ッ
ト
は
、
限
ら
れ
た
会

期
日
数
の
中
で
の
活
動
だ
っ
た

も
の
が
、
十
分
な
審
議
時
間
の

確
保
に
よ
っ
て
政
策
提
案
力
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
懸
念
事
項
と
し
て
、
費
用
弁

償
の
増
加
や
執
行
部
の
議
会
対

応
へ
の
負
担
が
過
重
に
な
る
こ

と
、
議
員
の
地
域
活
動
へ
の
制

限
や
支
障
が
生
じ
る
こ
と
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
、
通
年
議
会
を
採

用
す
る
も
、
廃
止
へ
と
至
っ
た

自
治
体
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
報
告
会
に
つ
い
て
は
、

対
話
で
市
民
と
議
会
の
協
働
を

目
指
す
べ
く
「
か
だ
っ
て
会
議
」

を
設
置
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
か
だ
っ
て
」
と
は
、
久
慈
市

の
方
言
で
、
一
緒
に
語
ろ
う
の

意
味
で
、
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中
、

議
員
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と

な
り
、
参
加
者
は
４
～
５
人
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
話
し
合

う
ス
タ
イ
ル
で
す
。

　
女
性
限
定
や
高
校
生
限
定
で

も
実
施
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　
参
加
者
の
有
意
義
な
語
ら
い

で
問
題
を
抽
出
し
、
課
題
を
設

定
後
、
現
状
把
握
し
、
調
査
や
視

察
を
重
ね
、
政
策
提
言
で
き
る

環
境
を
整
え
て
い
ま
し
た
。

　
当
市
議
会
と
し
て
も
、
十
分

参
考
と
な
る
こ
と
が
多
数
あ
り
、

今
後
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

常
任
委
員
会
活
動
報
告

【
総
務
常
任
委
員
会
】

◆
２
月
　
日
26

◇
協
議
「
花
巻
市
議
会
基
本
条

例
第
　
条
及
び
第
　
条
に
基

13

14

づ
く
説
明
資
料
の
作
成
を
求

め
る
事
業
の
選
定
に
つ
い
て
」

◆
３
月
　
日
12

◇
所
管
事
務
調
査
「
地
域
お
こ

し
促
進
事
業
に
つ
い
て
」

【
文
教
常
任
委
員
会
】

◆
２
月
　
日
26

◇
協
議
「
花
巻
市
議
会
基
本
条

例
第
　
条
及
び
第
　
条
に
基

13

14

づ
く
説
明
資
料
の
作
成
を
求

め
る
事
業
の
選
定
に
つ
い
て
」

◆
３
月
　
日
12

◇
所
管
事
務
調
査
「
生
涯
学
習

の
現
状
に
つ
い
て
」

「
新
花
巻
図
書
館
整
備
に
向
け

た
進
捗
状
況
に
つ
い
て
」

【
福
祉
常
任
委
員
会
】

◆
２
月
　
日
26

◇
協
議
「
花
巻
市
議
会
基
本
条

例
第
　
条
及
び
第
　
条
に
基

13

14

づ
く
説
明
資
料
の
作
成
を
求

め
る
事
業
の
選
定
に
つ
い
て
」

◆
３
月
　
日
13

◇
第
１
号
請
願
審
査
　
「
生
活

保
護
基
準
引
き
下
げ
の
撤
回

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」

＝
一
部
採
択
（
意
見
書
発
議
＝

生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
を

行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見

書
）

【
産
業
建
設
常
任
委
員
会
】

◆
２
月
　
日
26

◇
協
議
「
花
巻
市
議
会
基
本
条

例
第
　
条
及
び
第
　
条
に
基

13

14

づ
く
説
明
資
料
の
作
成
を
求

め
る
事
業
の
選
定
に
つ
い
て
」

◆
３
月
　
日
13

◇
第
２
号
請
願
審
査
　
「
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
の
導
入
に
反
対
し
、

安
全
・
安
心
な
タ
ク
シ
ー
事
業

を
守
る
施
策
推
進
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
」
＝
採
択
（
意

見
書
発
議
＝
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の

導
入
に
反
対
し
、
安
全
・
安
心
な
タ

ク
シ
ー
事
業
を
守
る
施
策
推
進
を

求
め
る
意
見
書
）

２月２日久慈市議会において


